
平成２９年度知立市福祉の里八ツ田運営審議会議事録 

 

１ 日時及び場所 

平成２９年６月３０日（金） １３：３０～１４：３０ 

福祉の里八ツ田 ３階 会議室さくら 

 

２ 出席者及び欠席者 

⑴  出席者 小出博次、高木 実、堀 勝昭、野村敏宏、箕浦摩里、水野健雄、 

春田昌吾 

⑵  欠席者 高橋省吾 

⑶  事務局 保険健康部長、長寿介護課長、長寿係長、地域福祉センター事務局長 

         いきがいセンター事務局長、高木 

３ 議題及び内容 

（１） 平成２８年度事業報告について 

（２） 平成２９年度事業計画について 

（３） その他 

 

４ 概要及び経過 

 【事務局】知立市福祉の里八ツ田運営審議会を開催します。当審議会の委員定数は

８名で、本日の出席の委員は７名です。知立市付属機関の設置に関する条例施行規

則第４条第 2 項の規定により、委員定数の半数以上が出席されていますので、当審議

会は有効となりますことをお伝えします。まず始めに保険健康部長より挨拶をお願い

します。 

【保険健康部長】 あいさつ 

【事務局】会議の進行にあたりまして、会長を選出していただくことになりますが、知

立市付属機関の設置に関する条例施行規則第３条第２項の規定により、会長は委員の

互選となっています。選出にあたり、どなたか推薦いただけないでしょうか。 

【高木委員】野村委員を推薦します。 

【事務局】会長として、野村委員を推薦するとのことですが、委員のみなさん、いかが

でしょうか。・・・・・・・ご賛同の方は拍手をお願いします。 

【委 員】 拍手 

【事務局】ご賛同いただけましたので、野村委員は、会長席へお願いします。次に副会

長の選任ですが、条例第５条第４項の規定により、会長が任命することとなっており

ますので、会長からご指名をお願いします。 

【会 長】それでは、ボランティア代表の箕浦さんにお願いしたいと思います。 

【事務局】箕浦委員は副会長席へお願いします。それでは、野村会長より一言ご挨拶を

お願いします。 

【会 長】 あいさつ 



【副会長】 あいさつ 

【事務局】当審議会につきましては、会長が議長となりますので、以後の進行は会長に

お願いいたします。 

【会 長】承知しました。それでは、お手元の次第にそって審議会を進めていきます。

まず、はじめに 

報告事項（１）の「平成２８年度地域福祉センター事業実績報告について」でありま

すが、事務局より説明をお願いします。 

【地域福祉センター事務局長】 

平 成 ２ ８ 年 度 の 地 域 福 祉 セ ン タ ー の 事 業 実 績 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

高 齢 化 社 会 が 進 む 中 、 地 域 福 祉 の 課 題 は ま す ま す 増 大 し 、 複 雑 ・ 多 様 化

い て い る 中 、 平 成 ２ ８ 年 度 に お い て 社 会 福 祉 協 議 会 は 、 市 と 共 同 で 『 第

２ 次 知 立 市 地 域 福 祉 計 画 ・ 地 域 福 祉 活 動 計 画 』 を 一 体 的 に 策 定 し 、 双 方

の 連 携 を 密 に し て 、各 種 事 業 の 実 施 を 積 極 的 に 展 開 し て き ま し た 。ま た 、

２ ８ 年 度 は 「 成 年 後 見 支 援 事 業 」 を 市 か ら 新 た に 受 託 し 、 判 断 能 力 の な

く な っ た 方 の 金 銭 管 理 な ど に つ い て の 相 談 を 受 け ま し た 。  

そ れ で は 、 資 料 １ － １ に 沿 っ て 順 に 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。 部 門 は 、

「 法 人 運 営 部 門 」 、 「 地 域 福 祉 活 動 推 進 部 門 」 、 「 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援

助 部 門 」 、 「 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 部 門 」 の ４ 部 門 に 分 れ て い ま す 。 初 め に

「 法 人 運 営 部 門 」で す が 、こ こ で は 社 協 の 管 理・運 営 事 業 を 行 っ て お り 、

法 人 運 営 、 地 域 福 祉 セ ン タ ー の 利 用 許 可 ・ 維 持 管 理 を 行 っ て い ま す 。 こ

こ に 挙 げ て お り ま す 数 値 は 、セ ン タ ー の 利 用 回 数 と 延 べ 利 用 者 数 で 、３ ，

２ ８ ４ 回 、４ ５ ，７ ５ ０ 人 と い ず れ も 前 年 度 を 上 回 っ て い ま す 。次 に「 地

域 福 祉 活 動 推 進 部 門 」 で す 。 は じ め に 「 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 民 活 動 支 援 」

で す が 、 こ こ で は 「 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 民 活 動 セ ン タ ー 」 を 設 置 し 、 地 区

社 協 や 市 民 活 動 団 体 等 へ の 助 成 や 活 動 の 支 援 、 登 録 業 務 を 行 っ て い ま す 。 

地 区 社 協 は 現 在 ６ 地 区 で 運 営 さ れ て お り 、 活 動 支 援 、 セ ン タ ー へ の 登 録

も 前 年 度 の 数 値 を 上 回 っ て お り 、 関 心 が 深 ま っ て い る こ と が お 分 か り に

な ろ う か と 思 い ま す 。 「 高 齢 者 福 祉 事 業 」 、 「 育 成 ・ 援 助 事 業 」 、 「 母

子 ・ 父 子 福 祉 事 業 」 、 ２ つ 下 の 「 障 害 児 ・ 者 福 祉 事 業 」 は 、 高 齢 者 、 障

害 者 、 生 活 困 窮 者 へ の 福 祉 事 業 で 、 そ れ ぞ れ 内 容 は 記 載 し て あ る と お り

で す が 、 年 度 に よ っ て 対 象 者 が 異 な る こ と も あ り 、 ２ ８ 年 度 は 減 少 し て

い ま す 。 「 広 報 ・ 普 及 活 動 」 で は 、 毎 年 、 多 く の 来 場 者 が あ る 福 祉 健 康

ま つ り 、 ２ 年 に 一 度 の 社 会 福 祉 大 会 を 開 催 し て い ま す 。 昨 年 は 、 知 立 市

文 化 会 館 で 社 会 福 祉 大 会 を 開 催 し 、 社 会 福 祉 の 向 上 に 寄 与 さ れ た 方 の 顕

彰 、 記 念 講 演 を 行 い 、 ５ ０ ０ 名 を 超 え る 方 に お 越 し い た だ き ま し た 。  



「 福 祉 教 育・啓 発 活 動 」で は 、夏 休 み を 利 用 し て 、「 青 少 年 の 福 祉 体 験 教 室 」

や 「 デ イ サ ー ビ ス 体 験 」 な ど を 実 施 し 、 ま た 、 市 内 小 中 学 校 で は 毎 年 「 福 祉

実 践 教 室 」 を 開 催 し て 、 多 く の 児 童 ・ 生 徒 の 皆 さ ん に 、 い ろ い ろ な 体 験 を 通

じ て 高 齢 者 福 祉 、 障 害 者 福 祉 の 重 要 性 を 学 ん で い た だ い て い ま す 。 こ ち ら は

い ず れ も 前 年 度 を 上 回 っ て お り 、 今 後 も 多 く の 子 供 た ち に 福 祉 を 考 え て も ら

う 、 き っ か け に し て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。  

次 に 「 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 部 門 」 で す 。  

初 め に ５ 件 の「 各 種 無 料 相 談 事 業 」で す が 、「 心 配 ご と 相 談 」と「 人 権 相 談 」

は 前 年 度 と 比 較 す る と 回 数 が 半 減 に な っ て い ま す 。 こ れ は 、 こ れ ま で の 実 績

か ら 、 ま た 他 に も 相 談 で き る 事 業 が 増 え た こ と に よ り 、 月 ４ 回 か ら ２ 回 に 削

減 し た も の で す が 、 利 用 状 況 に は 影 響 は 出 て い ま せ ん 。 次 に 、 高 齢 者 や 障 害

者 の 人 た ち の 相 談 支 援 や ケ ア プ ラ ン の 作 成 、 権 利 擁 護 の た め の 必 要 な 援 助 な

ど を 行 う 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 事 業 」 と 「 障 害 者 相 談 支 援 セ ン タ ー 事 業 」

で す が 、 人 数 も 件 数 も 年 度 に よ り 、 多 少 の 増 減 は 生 じ て ま い り ま す が 、 「 地

域 ケ ア 会 議 」 は 、 前 年 度 と 比 較 す る と 大 き な 減 に な っ て い ま す 。 こ れ は 、 会

議 の 方 針 や メ ン バ ー 構 成 が 大 き く 変 わ っ た こ と に よ る も の で 、 あ ま り 比 較 に

は な り ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い 。 「 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 セ ン タ ー 事 業 」 で

は 、 経 済 的 な 問 題 で 生 活 に 困 っ て い る 人 が 自 立 し た 生 活 を 送 る た め に 、 確 実

か つ 適 切 な 支 援 を 行 っ て い ま す が 、 増 加 傾 向 に あ る こ と が 少 し 気 に な る と こ

ろ で す 。 「 成 年 後 見 支 援 セ ン タ ー 事 業 」 は 、 冒 頭 で も お 話 し し ま し た が 、 ２

８ 年 度 か ら 実 施 し て い る 新 事 業 で す 。 相 談 支 援 、 申 立 事 務 手 続 支 援 な ど を 行

い 、 ま た 、 新 規 事 業 な の で 、 職 員 の ス キ ル ア ッ プ を 図 る た め 各 種 研 修 へ 積 極

的 に 参 加 し 、 名 古 屋 家 庭 裁 判 所 岡 崎 支 部 や 岡 崎 公 証 役 場 に 訪 問 し て 機 関 連 携

を 図 る と と も に 知 識 、 経 験 の 情 報 を 習 得 し ま し た 。 相 談 件 数 と し て は 、 延 べ

１ ６ 件 で 、 こ の う ち 認 知 症 は １ ０ 件 、 知 的 障 害 が ２ 件 、 精 神 障 害 が ４ 件 と な

っ て い ま す 。  

最 期 に 「 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 部 門 」 で す 。  

初 め に 「 介 護 保 険 事 業 」 で す が 、 「 サ ー ビ ス 調 整 」 と あ り ま す の は 、 居 宅 介

護 支 援 ・ 介 護 予 防 支 援 事 業 で 、 ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー （ 介 護 支 援 専 門 員 ） が 介 護

サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 す る と と も に 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー か ら の 委 託 に よ る

介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し 、 適 切 な 介 護 予 防 サ ー ビ ス が 利 用 で き る よ う

に 支 援 し ま し た 。 件 数 は 前 年 度 よ り ４ ７ 件 増 加 し て い ま す 。  

次 の 「 ホ ー ム ヘ ル プ 」 は 、 訪 問 介 護 事 業 の こ と で 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー が 介 護 サ

ー ビ ス 計 画 ・ 訪 問 介 護 予 防 計 画 に 基 づ き 、 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す 。  



「 デ イ サ ー ビ ス 」 は 、 通 所 介 護 事 業 の こ と で 、 看 護 ・ 介 護 職 員 等 が 通 所 介

護 計 画 ・ 通 所 介 護 予 防 計 画 な ど に 基 づ き デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー に お い て 、

介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す 。 「 ホ ー ム ヘ ル プ 」 、 「 デ イ サ ー ビ ス 」 は

い ず れ も ４ ０ ０ 人 を 超 え る 減 少 と な っ て い ま す が 、 こ れ は 、 民 間 事 業 所 が

増 え て き て お り 、 い ろ い ろ な 事 業 所 に 分 散 さ れ て い る の が 原 因 か と 思 わ れ

ま す 。 今 後 社 協 と し て も １ 事 業 所 と し 、 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め 利 用 者 を 増

や し て い き た い と 考 え て い ま す 。 「 受 託 事 業 」 で の 「 障 害 者 デ イ サ ー ビ ス

講 座 」 は 、 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー 事 業 と し て 市 か ら 委 託 を 受 け て 、 障 害 者

を 対 象 に 創 作 的 活 動 、 日 常 動 作 訓 練 を 中 心 に 、 各 種 の 講 座 を 開 催 し て 、 併

せ て 食 事 ・ 送 迎 サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す 。  

次 の 「 障 害 者 総 合 支 援 事 業 」 は 、 身 体 障 害 者 、 知 的 障 害 者 、 精 神 障 害 者 を

対 象 に 居 宅 介 護 計 画 に 基 づ き 、 「 ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス 」 、 「 デ イ サ ー ビ

ス 」 を 提 供 し て い ま す 。 こ ち ら の 利 用 者 数 も ３ ０ ０ 人 前 後 の 減 少 と な っ て

い る 事 業 が あ り ま す 。 こ れ も 民 間 事 業 所 設 立 の 影 響 が あ り ま す が 、 障 害 者

を 支 え る 家 族 の 高 齢 化 も 大 き な 要 因 と な っ て い る と 考 え ら れ ま す 。 そ の 他

と し ま し て は 、 「 住 民 参 加 型 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 」 と し て 公 的 な サ ー ビ ス 等

の 補 完 を 目 的 に 、 住 民 の 参 加 と 協 力 に よ り 、 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障 の あ

る 方 を 対 象 と し て 、通 院 、介 護 等 の サ ー ビ ス を 提 供 し ま し た 。「 外 出 移 転 ・

移 送 サ ー ビ ス 」 は 、 外 出 困 難 な 高 齢 者 ・ 障 害 者 等 を 対 象 に 外 出 支 援 ボ ラ ン

テ ィ ア 及 び ト ヨ タ 車 体 従 業 員 の 協 力 に よ り 移 送 サ ー ビ ス を 実 施 し 通 院 、 買

い 物 等 の 外 出 支 援 を 行 い ま し た 。 事 業 に つ き ま し て の 概 略 は 以 上 で ご ざ い

ま す が 、 懸 案 で あ り ま す 経 営 の 健 全 化 に つ い て は 、 計 画 に 推 進 に 努 め 、 一

定 の 成 果 を 収 め る こ と が で き た も の の 、 平 成 ２ ８ 年 度 も 大 変 厳 し い 状 況 で

あ り ま す 。 今 後 も よ り 一 層 の 努 力 を し て 参 り ま す の で よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。 収 支 決 算 の 概 要 に つ い て は 担 当 の 高 木 よ り 報 告 い た し ま す の で よ

ろ し く お 願 い し ま す 。  

【 高  木 】 収 支 決 算 報 告 書 に つ い て 説 明 し ま す 。 資 料 １ － ２ 収 支 決 算 概 要 は

社 会 福 祉 協 議 会 全 体 を 表 し て い ま す 。 会 費 収 入 は 皆 様 か ら の 会 費 、 役 員 か

ら の 会 費 、 特 別 会 費 、 こ れ は 企 業 か ら の 会 費 で ２ ８ 年 度 は こ れ が 増 え て お

り ま す 。 次 に 寄 付 金 で す が 、 ２ ８ 年 度 は 福 祉 車 両 を 購 入 し て い ま す 。 受 託

収 入 が ７ 百 万 ほ ど 増 え て お り ま す が 、 成 年 後 見 支 援 セ ン タ ー を 立 ち 上 げ て

お り ま す の で 、 そ の 受 託 金 で あ り ま す 。 共 同 募 金 配 分 金 収 益 が 増 え て お り

ま す が 、 こ れ は 民 生 委 員 の 方 の 募 金 活 動 に よ る も の で す 。 介 護 保 険 収 益 の

減 額 は 民 間 業 者 が 増 え て き て お り 、 利 用 者 の 減 少 に よ る も の で す 。 次 に 人



件 費 が １ 千 満 円 ほ ど ふ え て お り ま す が 、 こ れ は 成 年 後 見 セ ン タ ー 設 立 に 伴

う も の で す 。 事 務 費 、 事 業 費 は 横 ば い と な っ て お り ま す 。 ２ ８ 年 度 基 金 を

繰 入 れ て お り ま す 。 社 会 福 祉 協 議 会 に は 、 ３ 億 ３ 千 万 の 基 金 が あ り ま し た

が 、 新 た に 目 的 毎 に 基 金 を 積 み 立 て ま し た 。 差 額 の ９ 千 万 円 は 、 赤 字 の 補

填 に ま わ し ま し た 。 決 算 に つ き ま し て は 以 上 で す 。  

【会 長】以上説明が終わりましたが、ご意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

質問が無いようですので当審議会に報告されている「平成２８年度地域福祉センター事

業実績」について、ご賛同いただけますでしょうか。・・・賛同の拍手 

続きまして、（２）平成２８年度いきがいセンター事業実績について事務局から説明を

お願いします。 

【いきがいセンター事務局長】 資料２－１に基づいて説明します。いきがいセンターは

平成５年に建設され、直ちに指定管理となりました。平成２８年度の管理運営状況とし

ては、職員２名、臨時職員２名が隔日勤務体制で受付、事務処理を行っております。ま

た、シルバー人材センターは、直営的な仕事を請け負っており、受付の補助、会館の清

掃、いきがい花作り事業、緑地管理等々を行っております。平成２８年度利用状況につ

きましては、総利用数２９５日、17,139 人です。講座につきましては、シニア講座が９

講座、自主講座が 15 講座であります。参加人数はシニア講座で 3414 人、自主講座が 5418

人で、例年並みとなっております。高齢者いきがい活動では花作りを行っており、公共

施設等にプランターを配布しております。2 年前からかきつばたの苗を育てており、28

年度は 3,652 株を育てております。次に資料２－２について説明します。平成 28 年度

は協定額 15,560,000 で決算額は 14,351,526 円で差額については、市に返還しておりま

す。以上です。 

【会 長】 以上説明が終わりましたが、ご意見、ご質問がありましたら順次お願いしま

す。はい、堀委員質問をお願いします。 
【堀委員】 人件費のところの質問ですが、臨時職員賃金が昨年度よりかなり少ないので

すが。 

【事務局長】 昨年度途中で、臨時職員が 1 名退職したため決算額が少なくなっています。 

【会 員】 他に質問等ありましたらお願いします。無いようですので、当審議会に報告

されている「平成２８年度いきがいセンター事業実績」ついて、ご賛同いただけますで

しょうか。ご賛同の方は、拍手でおねがいします。・・・賛同の拍手 

ご賛同いただき、有難うございます。ただいまいただいたご意見は、今後の事業に反映

するよう努めてください。続きまして、（３）の「平成２９年度地域福祉センター事業

計画」について、事務局から説明をお願いします。 

【地域福祉センター事務局長】平 成 ２ ９ 年 度 の 事 業 計 画 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。資 料 ３ － １ を ご 覧 く だ さ い 。そ れ で は 概 略 を 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

社 会 の 少 子 ・ 高 齢 化 に 伴 い 、 高 齢 者 の 単 身 、 高 齢 者 の み の 家 庭 の 増 加 、 地

域 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 機 能 の 衰 退 な ど に 加 え 、 厳 し い 経 済 状 況 や 雇 用 環 境 か

ら 、 貧 困 や 孤 立 死 、 引 き こ も り な ど の 社 会 問 題 も 顕 著 と な り 、 地 域 福 祉 を



め ぐ る 課 題 は 、 ま す ま す 増 大 し 、 複 雑 ・ 多 様 化 し て い ま す 。 こ う し た 背 景

に 、 国 で は 、 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 制 度 な ど の 施

行 、 介 護 保 険 法 や 障 害 者 総 合 支 援 法 、 社 会 法 人 制 度 の 見 直 し な ど 社 会 福 祉

制 度 の 改 革 を 進 め て い ま す 。 こ の よ う な 中 、 ２ ９ 年 度 に お い て は 、 従 来 か

ら の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 、 障 害 者 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 福 祉 サ ー ビ ス 利 用

援 助 事 業 、 生 活 困 窮 者 自 立 相 談 支 援 事 業 、 成 年 後 見 支 援 事 業 な ど に 加 え 、

新 た に 市 か ら 老 人 福 祉 セ ン タ ー ・ 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 事 業 を 受 託 し 市

民 の 福 祉 ニ ー ズ に 対 応 し て い き ま す 。 こ の 老 人 福 祉 セ ン タ ー 、 身 体 障 害 者

福 祉 セ ン タ ー は い ず れ も 福 祉 体 育 館 内 に あ り ま す が 、 ４ 月 １ 日 よ り 既 に 業

務 を 開 始 し て お り 、 正 規 職 員 １ 名 、 特 別 任 用 職 員 ２ 名 、 臨 時 職 員 １ 名 の ４

名 を 配 置 し 、 運 営 し て い ま す 。 ま だ ス タ ー ト し て ３ か 月 余 り で す が 、 利 用

者 の 皆 さ ん が 、 市 か ら 社 協 に 変 わ っ て 良 か っ た と 口 を そ ろ え て 言 わ れ ま す

よ う 、 運 営 に は 創 意 工 夫 し 、 今 後 も 多 く の 皆 さ ん が 足 を 運 ん で い た だ け る

施 設 に し て ま い り た い と 考 え て い ま す 。  

次 に 、 在 宅 で の 生 活 を 支 え る べ く 、 介 護 保 険 や 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 な

ど に お い て は 、 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と 安 定 し た サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め 、 更

に は 、 『 地 域 の 福 祉 力 』 を 増 加 さ せ る た め 、 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 や ふ れ あ

い ・ い き い き サ ロ ン 活 動 な ど の 小 地 域 福 祉 活 動 を 推 進 し 、 住 民 参 加 に よ る

『 共 助 』 の 地 域 づ く り を 図 り ま す 。  

最 後 に 、 平 成 ２ ９ 年 度 は 、 市 と 一 体 的 に 策 定 し た 『 第 ２ 次 地 域 福 祉 活 動 計

画 』が ス タ ー ト し ま す 。ご 覧 の ４ 項 目 の 基 本 目 標 を 設 定 し 、福 祉 関 係 機 関 ・

団 体 ・ 行 政 な ど と 連 携 し 、 協 働 す る こ と に よ り 諸 事 業 を 実 施 し て ま い り ま

す 。  

続 い て 、 資 料 ３ － ２ を ご 覧 く だ さ い 。 各 部 門 に お け る 諸 事 業 を 掲 載 さ せ

て い た だ い て い ま す が 、 各 事 業 は 、 先 ほ ど の ２ ８ 年 度 の 事 業 報 告 と 大 き な

変 更 は あ り ま せ ん の で 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 さ せ て い た だ き ま す 。 な お 、

今 回 の 事 業 計 画 に は 挙 げ て お り ま せ ん が 、 実 は 、 先 ほ ど 述 べ た 「 地 域 福 祉

活 動 計 画 」 は 市 の 「 地 域 福 祉 計 画 」 と 一 体 的 に 策 定 し た わ け で す が 、 市 が

計 画 策 定 に 係 る 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ま し た 。 そ の 中 で 、 社 会 福 祉

協 議 会 の 認 知 度 は「 知 っ て い る 」が ２ ９ ．６ ％ 、「 知 ら な い 」が ６ ８ ．３ ％

と 、 約 ７ 割 の 方 が 知 ら な い と 回 答 し て い ま す 。 会 長 も い ろ い ろ な 場 で こ の

こ と を 紹 介 し 、 認 知 度 を 高 め る た め の 協 力 を お 願 い し て い ま す が 、 私 た ち

職 員 の 中 で も 対 策 を 検 討 し て い ま す 。 で き る だ け 費 用 を 掛 け ず に 、 よ り 成

果 が 上 が る 方 法 と い う こ と で 、 現 在 い ろ い ろ な 案 が 出 て き て い ま す 。 こ こ



の 所 在 を ア ピ ー ル す る た め 、 駐 車 場 の 看 板 の 塗 り 替 え や 施 設 の 壁 面 に 看 板

を 掲 げ る と か 、 ま た 、 こ こ で 行 っ て い る 事 業 を 多 く の 方 に 知 っ て い た だ く

た め に 、 ポ ス タ ー や 冊 子 を 作 っ て Ｐ Ｒ す る と か 、 ホ ー ム ペ ー ジ を 検 索 し や

す い も の に す る と か で す 。 い ず れ も 費 用 は 掛 か り ま す が 、 一 つ ず つ で も い

い の で 進 め て い き た い と 考 え て い ま す 。 そ ん な 中 費 用 を 掛 け ず に Ｐ Ｒ し て

い く 方 法 が 見 つ か り ま し た 。 職 員 の 中 か ら の 提 案 で す が 、 交 通 死 亡 事 故 ０

の 日 に 、 交 通 安 全 啓 発 を 行 う と 同 時 に 社 協 の 職 員 で 、 社 協 の 存 在 を ア ピ ー

ル し て い こ う と 早 朝 街 頭 監 視 を 実 施 す る こ と に し ま し た 。 さ っ そ く ７ 月 か

ら 実 施 し ま す 。 社 会 福 祉 協 議 会 の 知 名 度 が 上 が れ ば 、 地 域 福 祉 セ ン タ ー の

名 も 広 ま り 、 利 用 者 も 増 加 す る と 思 い ま す の で 、 今 後 も い ろ い ろ な 対 策 を

考 え て い き ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。 予 算 に つ き ま し て は 、 ま た 高

木 の ほ う か ら 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

【高 木】 資料３－３に基づいて説明します。今年度は前年度の決算額をもとに予算を

計上しております。受託金収入が増加しているのは、老人福祉センターの事業の委託費

の分となります。介護保険事業収入が減額となっているのは昨年度の実績を反映したも

のとなっております。人件費が 1 千 5 百万ほど減少しているのは、職員の 2 名退職分で

あります。事業費の 1 千 5 百万ほどの増額は老人福祉センターの受託事業によるもので

す。あとその他活動収入の 2 百 50 万円は基金の取り崩し分の収入です。以上で説明を

終わります。 

【会 長】以上説明が終わりましたが、ご意見、ご質問がありましたら順次お願いします。 

特に無いようですので、当審議会に報告されている「平成２９年度地域福祉センター事

業計画」ついて、ご賛同いただけますでしょうか。ご賛同の方は、拍手でおねがいしま

す。 

【委 員】・・・拍手 

ご賛同いただき、有難うございます。ただいまいただいたご意見については、今後の事

業に反映するよう努めてください。 

続きまして、（４）の「平成２９年度いきがいセンター事業計画」について、事務局か

ら説明をお願いします。 

【いきがいセンター事務局長】 資料４について説明します。この資料につきましてはシ

ルバー人材センター全体のことを掲載しております。指定管理につきましては、資料４

－１の裏面、（６）の②③の部分が該当します。予算につきましては、受取配分金の

162,060,000 円のうちの 708 万円、受取材料費 70 万 8 千円が指定管理分、あと施設管理

事業受託収益 8,145,000 円が収入。支出では、支払い配分金で 7,080,000 円、臨時雇用

賃金 5,552,000 円、消耗品費が 910,000 円が指定管理に関するものです。以上です。 

【会 長】以上で説明が終わりましたが、ご意見、ご質問がありましたら順次質問をお願

いします。無いようですので、当審議会に報告されている「平成２９年度いきがいセン

ター事業計画」ついて、ご賛同いただけますでしょうか。ご賛同の方は、拍手をおねが



いします。 
【委 員】・・・拍手 

【会 長】ご賛同いただき、有難うございます。ただいまいただいたご意見については、

今後の事業に反映するよう努めてください。 

次に「その他」でなにか報告がありましたら事務局より説明をお願します。 

【長寿介護課 説明】 

 今年度、施設の老朽化に伴い冷暖房の機能の低下が見られるため、空調設備と訓練室の

一部を改修する工事を行います。工事は、福祉健康まつり終了後、実施し、年内には工

事を完了する予定としております。入札は８月から９月を予定しております。工事期間

中につきましては、利用者等の安全及びサービスが低下しないよう、施行業者とも綿密

な打合せを行いながら実施していきたいと考えております。 

【会 長】以上説明が終わりましたので、ご意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

 水野委員、発言をお願いします。 

【水野委員】28 年度から成年後見支援センターの運営が始まったということですが、最近

認知症の患者が増えてきている。社協の方に連絡をすればいいのですか。 

【高 木】成年後見支援センターでは、社会福祉士が相談にのってくれます。成年後見の

申し立ての支援をします。まだ、判断能力が残っている人は、日常生活自立支援事業に

おいて生活費の管理等を行っています。 

【会 長】他に質問はありますか。無いようですので、本日予定されました報告事項等に

つきましては、審議をすべて終了させていただきます。貴重なご意見、慎重な審議有難

うございました。以上をもちまして、「知立市福祉の里八ツ田運営審議会」を終了させ

ていただきます。 


